
 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちづくり市民フォーラム VOL.１０ 

蒲郡の未来を一緒に考える  

 

＜会    場＞ 蒲郡市勤労福祉会館 大研修室 

＜参 加 費＞ 無 料   〈定 員〉 ７０名  

＜申込期限＞ 令和７年１０月２０日（月）まで 

＜申込方法＞ 申込みフォームから。 

 

障がい福祉の分野では、制度による個人支援が進んでいます。しかし一方で、福祉サービスを専門

家に任せきりにし「自分には関係ない」と捉える意識も広がりつつあります。少子高齢化や地域意識

の希薄化により、家族や地域社会の役割は大きく変化し、自治会や家族会の機能維持も難しい状況

です。その一方で、若い世代によるソーシャルビジネスや、障がい当事者自身の地域参加など、新た

な実践も始まっています。いま求められているのは、「もし自分だったら？」という視点に立ち、互助・

共助の仕組みや人と人との“つながり”を取り戻すことです。 

 これからの福祉には、行政だけでなく、福祉関係者・教育機関・企業・住民といった多様な主体が関

わり合い、支え合える「まちづくり」が不可欠です。本フォーラムでは、障がい福祉の分野で先駆的に

取り組む実践者をお招きし、参加者と共に福祉の未来について考えていきます。 

 

鈴木 寿明 

(蒲郡市長)  

全体コーディネーター 

高野 雅夫 
(名古屋大学大学院教授) 
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主 催：蒲郡市  運 営：特定非営利活動法人 三河社中   協 力：蒲郡市社会福祉協議会 

 

 

13:30 第 1部 事例発表 

酒井俊弥：Gamagoo family みんなの∞マーケット 

共生・自立  可能性にチャレンジ 

松山友紀：がまごおり親の会きぼう 

障がい理解推進  先輩から学ぶ取組 

加藤康弘：放課後デイサービス LEG 

スポーツ(集団)と福祉の融合 

14:55第 2部 グループディスカッション 

福祉関係者・教育機関・企業・住民等 

参加者によるグループディスカッション 

15:45 振り返り・まとめ 

15:55 市長総評 

16:00 閉会 

プ ロ グ ラ ム 

まちづくり市民フォーラム VOL.１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

酒井俊弥  Gamagoo family 代表・みんなの∞マーケット主催   

様々なイベント等で繋がった仲間たちと団体を設立。障がい当事者として感じてきた障

がいのない人との間に存在する壁、社会の生き辛さ。世の中や行政が抱えるこれらの問

題は待っているだけでは何も変わらない。主張や訴えを起こすのではなく、マーケットを

通して障がい者と障がいのない人が互いに尊重し、支え合うという共通体験をすること

で、その先に新しい価値観 “共有・共遊” “共存・共尊” を創造する。その想いを胸に誰も

が参加できるマーケットイベントを実現。車いすユーザーの方はもちろんストレッチャー

の方や様々な方が参加しやすい企画などを運営している。介護食の出店や車いすユーザ

ーの方が、車いすから降りて参加できるように障がい当事者目線と、仲間たちの意見を

もとに『ともにあそび・たのしむ せかい』を目指しています。 

 

 

 

 

 申込方法・期限 
 

 ①申込み方法 ：参加希望の方は、2次元コードの申込みフォームからお申込み下さい。 

申込みフォームからできない場合は、氏名・電話番号・メールアドレスを明記して 

E-mail または電話・FAX もしくは直接お申込み下さい。 

 ＜申込先＞蒲郡市役所 企画政策課 〒443-8601 愛知県蒲郡市旭町 17 番 1 号 

TEL：0533-66-1162 FAX：0533-66-1190 E-mail： kikaku@city.gamagori.lg.jp 

②申込み期限 ： 令和 7年 10月 20日（月）必着 

 

 

メールアドレス 

電話番号（当日連絡可能な番号） 

氏 名 

所 属 

松山友紀 がまごおり親の会きぼう代表 

2021 年 10 月設立。主に障がい児育児中の母親たち 5 人で運営。発達に問題がある家

族や子育てで悩んでいる保護者が、笑顔で安心して生活できる社会を目指す活動をして

います。活動としては、お母さん同士が不安な気持ちを共有しストレスを軽くする茶話会・

交流会の開催や、不登校や支援学級、中学校卒業後の進路について先輩保護者の体験か

ら学ぶ機会を設けています。また助成金を活用し「みんなの学校」上映会を開催したり、地

域の支援ネットワークの中で意見を述べたりして、障がいを持つ方への理解と支援の輪を

広げる活動をしています。 

 

 

 

 

 
加藤康弘  放課後等デイサービス L.E.G 代表取締役・加藤フットボールアカデミーLEG 主宰 

海外プロサッカーリーグで戦ってきた経験があり、サッカー技術だけでなく「身体の使い

方」を重視したケガをしない動きづくりや、自分の中にある「スペシャル（長所）」を引き出

す、人間形成も含めた育成理念で子どもたちを指導。 

放課後等デイサービス L.E.G ではスタッフには、児童発達支援管理責任者・保育士・作業

療法士・理学療法士・児童指導員などが含まれており、専門性がある体制を整えています。

サッカーアカデミーでのスポーツ指導と、障がいを持つ子どもたちの放課後支援という２

つの事業を展開して、スポーツや運動を療育・成長支援の一部として取り入れています。 

 

 

 

 


